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 ルドルフ・フィルヒョウ（1821年－1902年）は病理学者（ベルリン・シャリテ病院

教授）、人類学者、政治家であった。また、細胞病理学の創始者として最もよく知ら

れている。炎症、腫瘍、変性で変化した細胞構造を観察した結果、彼は細胞を生理学

的および病理学的プロセスの基本単位と考えた。2000本以上のフィルヒョウの著作の

なかでも最も有名なのは細胞病理学に関する著書である。特殊病理学への数多くの貢

献には例えば白血病の発見が挙げられる。フィルヒョウの細胞病理学に基づく腫瘍病

理学は、癌の外科手術をもたらした。 

 フィルヒョウが確立した細胞説は今日の主流である疾病生物医学モデルの基礎とな

っているが、公衆衛生学および社会医学の発展における彼の先駆的な役割については

一般にはあまり知られていない。 

 プロイセン政府の使節としてフィルヒョウは1848年、プロイセン南東部でシラミを

介して伝染したチフス流行調査を任命された。若き医師は、その影響が栄養失調や劣

悪な居住環境によって感染症にかかりやすい人々に集中していたことから、この流行

を医学的問題というよりむしろ社会的問題と位置づけた報告書を提出した。さらに劣

悪な社会環境が、人々を他の疾病要因に対してもよりかかりやすくしていると結論づ

けた。これらの要因のいずれも単独では、流行を引き起こすには十分ではなかっただ

ろう。そして同様の危機を防ぐには生活環境の改善と社会的格差の解消が必要である

と主張した。このチフス流行に関する考察よりフィルヒョウは、後に社会医学および

公衆衛生学として知られるようになった分野への関心に目覚めた。健康維持には医学

的措置と同等以上に社会変革が重要であった。フィルヒョウは社会変革を推進するた

めに1848年ドイツ革命に政治活動家として従事し、後にプロイセン州議会およびドイ

ツ帝国議会の議員となった。 

 フィルヒョウによれば、住民の健康を改善するために医学はその生物学的基盤と社

会的基盤の両方を考慮に入れなければならない。結核の薬物治療は著しい進歩を遂げ

ているにもかかわらず、今日でもこの感染症はフィルヒョウの時代と同様に多くの国

々で社会病であり、最も貧しい人々が依然として最も深刻な影響を受けている。感染

症の蔓延と健康への影響において社会経済的格差が決定的な役割を果たしていること

はCOVID-19パンデミックでも明らかになった。COVID-19 に関する複数の国際研究は、

感染リスク、疾患の重症度、死亡率が、社会によって明らかに不均等に分布している

ことを示し、社会経済的地位の低い人々や少数民族、特に教育水準が低く、失業率・

貧困率が高く、狭く劣悪な居住環境にある人々が、より深刻な影響を受けていた。こ

れは、社会経済的格差が COVID-19 の成り行きに重大な影響を及ぼしたことを浮き彫り

にしている。 



 社会医学的な因果関係は感染症だけに限定されず、今日の肥満やその他非感染性疾

患の世界的流行にも及んでおり、疾病への社会的な決定要因に対策をほどこさなけれ

ば効果的に対処することはできない。例えば、肥満率の高さは高所得国において社会

経済的地位の低さと関連しており、低所得国でも同様の傾向がみられる。米国では、

肥満や2 型糖尿病によってもたらされる負担が貧困層や少数民族に過度に大きく降りか

かっていることが示されている。 

 予防は公衆衛生学におけるフィルヒョウの基本理念の核心であり、彼は予防医学の

分野に多大な貢献を果たした。例えば、旋毛虫症の病態生理を発見した後に彼は食肉

検査の義務化をドイツに導入する活動を開始した。衛生を国家の責務の不可欠な要素

とみなした都市社会改革者として、フィルヒョウは衛生改革の実行を成功させ、ドイ

ツや他国における同様の施策のモデルとして機能した地下下水システムをベルリンに

設計した。 

 フィルヒョウは同じ時代の他のドイツ人医師たちにならび、日本の近代医学の発展

に大きな影響を与えた。彼には後に日本で重要な地位を占めた、多くの著名な日本人

の門下生たちがいた。例えば、1883年にフィルヒョウに師事した三浦守治（1857年－

1916年）は1887年に東京帝国大学病理学教室を設立した。藤浪鑑（1871年－1934年）

は1896年にフィルヒョウの学生となり、ドイツで指導を受けた後に京都帝国大学初代

病理学教授に就任した。藤浪は日本の医学研究に大きな進歩をもたらし、例として彼

の名前にちなんで名付けられた藤浪肉腫ウイルスを家鶏において発見した。フィルヒ

ョウのもう一人の高名な弟子は、日本の医師、作家、翻訳者である森鷗外（1862年–

1922年）である。彼はドイツと日本の文化と科学を独自の方法で融合させた（例：ゲ

ーテ『ファウスト』翻訳）が、公衆衛生への取り組みはそれほど注目されてこなかっ

た。1884年から1888年まで、森は若き軍医として、また日本政府の奨学生としてドイ

ツ帝国に滞在し、フィルヒョウやロベルト・コッホなどの科学者らから近代衛生学に

ついて学んだ。帰国後、彼はこの知識を普及させ、そして日本の情勢に浸透させるこ

とに精力的に取り組んだ。 

 科学と政治の分野で、より人道的な医療のために熱意を持って闘ったフィルヒョウ

は世界中の数多くの医師や研究者に影響を与えた。フィルヒョウの目的の本質は、医

療行為を精密科学に基づいて確立し、社会的・政治的な活動を通じて健康を改善する

ことにあった。社会医学は現在、分子生物医学ほど重視されていない。しかし現代医

学はフィルヒョウの理念を意識し、疾病において生物学的リスクと社会的リスクの両

方を研究すべきである。すなわち、生物学に基づく治療法の探索においても健康と疾

病への社会的な決定要因の役割に関する研究が必要である。フィルヒョウは、健康に

影響を与える社会的要因が政治的に決定されるものであることを認識していた。した

がって、それら要因を改善するには政治的な措置を必要とする場合がある。現在のパ

ンデミックが広範囲にわたって及ぼす影響により、疾病予防と健康増進のための政策

が、医療分野を超えて必要となっている。そのために政府には、格差、環境破壊、肥

満を誘発する環境、その他不健康な生活習慣要因への対策をとる社会的責任がある。 
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